














































































































































第1号， 1959年7月)， I市場価値論論争 『社
会的必要労働時間」論争について一一JC遊部久
蔵ほか編『資本論講座~ 4，青木書庖， 1964年，










































数は， Marx-Engels Werke， Bd. 23~26， Be-











































































































































































間労働 J (W立教経済学研究』第 40巻第4
号， 1987年3月〉での考察を参照されたい。
11)マルクスは古典派の価値論を批判するなかで，
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かるように， 1麗偽の社会的価値 einfalscher 



























































井上周八「差額地代 1J (1)(2)， (佐藤金三郎ほ
か編『資本論を学ぶ~ V，有斐閣， 1977年，所
収〉を参照されたい。
値とは厳密には一致しないのが通常である。
だから，需給不一致の場合にだけ個別的価値
と社会的価値との格差が生じるのではない。
需給状態とは無関係に， r市場価値の法則」
は一般に，個々の生産者に対してこの格差を
もたらす。しかし供給の全体で見たとき，需
給が一致している場合にはこの格差が相殺さ
れるのに対し不一致の場合には相殺され得な
いがゆえに，後者の格差が falschかつ sozial
なものとして刻印されるにすぎない。格差が
「市場価値の法則から」生じることと，格差
が独自な性格を有することとは区別されるべ
きである。
(本稿l土1988年度の土地制度史学会秋季大
会における報告に加筆したものである。〉
